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集合の記号について
A = {x | xは実数 } などと書く．A = {x : xは実数 } とも書く．集合 A が集合 B

の部分集合であることを A ⊂ Bと書く．A = B である場合も排除されていない．ま
た空集合は ∅ と書く．x ∈ A となる x を集合 A の元，または要素と言う．

数の集合について
N は自然数全体の集合を表す．0から始めることも 1から始めることもある．さら

に，Z, Q, R , C はそれぞれ整数全体の集合，有理数全体の集合，実数全体の集合，複
素数全体の集合を表す．

論理記号について
∀x · · · , ∃x · · · はそれぞれ，「すべての xについて・・・がなりたつ」，「・・・であるよ

うな x が存在する」という意味である．後者は (日本語としては不自然だが)「xが存
在して・・・を満たす」とも読む．∀x > 0 · · · や，∀x ∈ A · · · はそれぞれ，「正である
ようなすべての x について・・・が成り立つ」，「A の元であるようなすべての x につ
いて・・・が成り立つ」という意味である．同様に，∃x > 0 · · · や，∃x ∈ A · · · とも
書く．
たとえば ∀x ∈ R ∃y ∈ R x + y = 0 は，任意の実数 x に対し，「x + y = 0 となる

ような実数 y が存在する」という真の命題を表し，∃y ∈ R ∀x ∈ R x + y = 0 は，「任
意の実数 x に対し x + y = 0 となる」ような実数 y が存在する，という偽の命題を
表す．

命題と否定について
∀x ∈ R ∃y ∈ R x + y = 0 の否定命題は ∃x ∈ R ∀y ∈ R x + y ̸= 0 であり，

∃y ∈ R ∀x ∈ R x + y = 0 の否定命題は ∀y ∈ R ∃x ∈ R x + y ̸= 0 である．

「ならば」について
命題 P,Q に対し，P ∧Q と P ∨Q は，それぞれ「P かつ Q」，「P または Q」を

表す．P ⇒ Q は，「P ならば Q」を表すが，これは「P でないか，または Q である」
と同じことである．

その他
x ≤ y は，x が y 以下であることを表す．下の横線を斜めに書いても，x 5 y と

書いても同じことである．


